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【研究の背景・目的】 

免疫細胞を持たない植物は全身の細胞が外敵に
対する防御機構を備えている必要がある。これま
での私達の研究から、植物は、細胞内膜系を分化
させることによって環境や感染のストレスに対処
していることが分かってきた。例えば、細菌の感
染時には液胞膜と細胞膜という異質な膜同士を融
合させることにより液胞内抗菌物質を細胞外に放
出して細菌を攻撃し[1]（ 図１）、ウイルス感染時
には液胞膜を崩壊させることで直接ウイルスを攻
撃する（Science, 2004）。また、病害虫等に対し
ては、小胞体から特殊なオルガネラ（ER ボディ
と命名）を誘導形成し忌避物質の生産を行ってい
る。本研究では、植物細胞内膜系を利用した新し
い植物の生存戦略を明らかにすることを目的とし
ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の方法】 

本研究では、内膜系の分化によって支えられて
いる植物免疫機構および環境適応機構を解明する
ために、次の４点に焦点をあてて、環境や感染ス
トレスに応じた植物の細胞内膜系の動態を解析す
る。(a)液胞膜・原形質膜の融合系、(b) ER ボディ・
小胞体系、(c)原形質流動・細胞骨格系、(d)分泌系
および内膜系によるシグナル受容系[2]（図２）。手
法としては、モデル植物シロイヌナズナの正・逆
分子遺伝学や形質転換体を用いた in vivo 解析、
電子顕微鏡とライブセルイメージングによる解析、
プロテオーム解析を実施する。 

【期待される成果と意義】 

「植物はコストをかけずに外敵から身を守る
ために全ての細胞が備えもっている液胞（分解酵
素と抗菌タンパク質を大量に含む）や小胞体を利
用している」という新しい概念が生まれてきた。
環境ストレスや外敵の種類に応じて使い分けら
れる細胞内膜系の動態・分化の機構の解明は、植
物細胞の優れた環境適応能力の理解につながる
ものである。 
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図１．膜融合による新しい植物免疫機構. 
細菌感染依存的な膜融合（電子顕微鏡像）と融合に
よる液胞型 GFPの細胞外放出（右下）． 

図２．本研究課題の概念図． 


